
６ 研修事業計画

（１）基本研修 【教育指導課所管研修】

NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

１ 幼稚園等新規採用教員研 10日 公立私立幼稚園の新任 ●各幼稚園の計画による。(園内における研修)

修 教員に対し、教員として
(幼) の基本的な心構え、幼稚
〔150名〕 10日 園教育の基礎、指導計画 ●幼稚園教育の基礎と課題、(園外における研修)

・教育指導課 の作成、指導方法等につ 幼稚園教育の内容と方法、
・各教育事務所の いて研修を行い、その資 指導計画の作成、日案の展
計画による。 質の向上を図る。 開と指導方法、保育参観、

実技、等
・宿泊研修

(4 )8 ／ 2 0 ～ 8 ／ 2 3 日

初 ・参観研修 (2 )日

・各教育事務所 (4 )日

２ 小学校初任者研修 60日 新任教員に対し、現職 ●各学校の計画による。(校内における研修)

（小） 教育の一環として、１年
〔49名〕 間の研修を実施し、実践 ●学校運営の仕組み、指導

30日 的指導力と使命感を養う の重点・方針、生徒指導上(校外における研修)

任 グループ研修Ａ とともに幅広い知見を得 の諸問題、学習指導の充実、
・教育事務所の計 (10 ) させる。 へき地校研修、養護学校研日
画による研修 修、研究発表会等研修、ボ

ランティア活動研修、地場・ 小 ・ 中 学 校 初 任 者 研

(14 ) 産業・公共施設等研修、他カウンセリング研修会等 日
グループ研修Ｂ 校園参観研修、カウンセリ
・市町村教育委員 ング研修、等
会の計画による研

者 修

宿泊研修
・教育指導課の計

３ 中学校初任者研修 画による研修 ●教員の心構え、教員の服
（中） (磐梯青年の家) (3 ) 務・勤務、学校教育上の諸日

〔32名〕 ･ 問題、学級経営の在り方、小 中 ６ ／ ５ ～ ６ ／ ７
野外活動の方法と実際、講

研 ・教育センターの 演、等
計画による研修 ●新採用教員に望むこと、
(教育センター) (3 ) 学校教育におけるコンピュ日

ータの利用、指導案の作成、小 １ ／ ３ ０ ～ ２ ／ １
等中 １ ／ １ ６ ～ １ ／ １ ８

４ 高等学校初任者研修 60日 新任教員に対し、実践 ●教員の服務と勤務、学習(校内における研修)

（高） 程度 的指導力と使命感を養う 指導・生徒指導・進路指導
修 〔56名〕 とともに、服務と勤務、 の原理と方法、教材研究の

30日 教育課程、学習指導、生 方法と授業設計、情報処理(校外における研修)

程度 徒指導、特別活動、進路 の演習、公開授業の実施と
宿泊研修（教育センター） 指導、情報教育、カウン 授業研究、等
・一次研修 (3 ) セリング等について研修6 ／ 1 1 ～ 6 ／ 1 3 日
・二次研修 (3 ) を行い、幅広い知見を得 ●校務処理の方法、ホーム2 ／ 1 3 ～ 2 ／ 1 5 日

させる。 ルーム経営、学習指導及び
教育センター等における研修 生徒指導の基礎的理論・技
・基本研修 (2 ) 術、ボランティア活動、勤4 ／ 3 ～ 4 ／ 4 日
・教科別研修 (3 ) 労体験、国際理解、企業研日

1 2 修、カウンセリング等班 9 ／ 3 ～ 9 ／ 5 班 9 ／ 1 7 ～ 9 ／ 1 9
班 9 ／ 1 9 ～ 9 ／ 2 13

(19日)・地区別研修 4月～12月



NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

５ 新規採用養護教諭研修 15日 小・中・高等学校及び ●各学校の計画による(校内における研修)
盲・聾・養護学校の新規(小・中・高・盲・聾・養)

〔5名〕 14日 採用養護教諭に対し、専 ●共通研修（一般研修・カ(校外における研修)
グループ研修Ａ (7 ) 門的知識・技能を高める ウンセリング研修・養護学日

初 ・教育事務所の計 とともに教員としての基 校研修）
画による研修 本的内容について研修を ●専門研修（先輩校での研

実施し、資質の向上を図る。 修)
任

グループ研修Ｂ (1 ) ●共通研修（一般研修）日
・市町村教育委員

者 会の計画による研
修

研 宿泊研修 ●共通研修（新規採用者に
・スポーツ健康課 期待されるもの、教職員の
及び教育指導課の 服務と勤務、等）

修 計画による研修 ●専門研修（健康教育と保
（磐梯青年の家） 健指導の実際、児童生徒の

6/5～6/7 (3 ) 疾病理解実践研修のまとめ日
（教育センター） (3 )日

11/5～11/7

１ 幼稚園実技講習会 ・福島大学教育学 ４日 幼稚園教育要領に示さ ●指導内容についての講義、
(幼) 部附属幼稚園 れるねらいが達成できる 指導計画の作成、実技、等

〔50名〕 よう実技研修を行い、指７ ／ ３ １ ～ ８ ／ ３
導力の向上を図る。

２ 小学校経験者研修Ⅰ 12日 教職経験５年の教員に ●５年経験の教員に望むこ(校内における研修)

(小) 程度 対し、各教科、道徳、特 と、道徳教育の進め方、特
経 〔160名〕 (5 ) 別活動の指導及び学級経 別活動の進め方、学年・学日

営の内容・方法等につい 級経営の進め方、児童・生
て研修を深めるとともに、 徒理解と、いじめ・不登校(校外における研修)

・教育センター (3 ) 教職員の服務と勤務につ 問題対応、服務・勤務上の日
[ いて研修を行い、その資 諸問題、等全 体 研 修 １ 日 、

験 ｺーｽ 2 ] 質の向上を図る。別 研 修 日
小 班 １ ０ ／ １ ７ ～ １ ０ ／ １ ９1

３ 中学校経験者研修Ⅰ 2 教職経験５年の教員の ●５年経験の教員に望むこ班 １ ０ ／ ２ ４ ～ １ ０ ／ ２ ６
(中) 教科の専門的な知識・能 と、生徒理解といじめ・不

〔148名〕 1 力の深化を図るとともに、 登校問題対応、学級経営の中 班 ９ ／ ５ ～ ９ ／ ７
者 2 生徒指導について研修を 進め方、教科指導（各教班 １ ０ ／ ３ ～ １ ０ ／ ５

3 行い、職務遂行能力の向 科）服務・勤務上の諸問題班 １ ０ ／ ９ ～ １ ０ ／ １ １
(2 ) 上を図る。 等日

・各教育事務所 特に、国数英については、
[ 2 ] (2 ) 中高を通した教科の指導全 体 研 修 日 日

研 ・研修会等研修 力を高めるため、中高合
[ｺーｽ 2 ] 同の教科研修の場を設け別 研 修 日

る。

４ 高等学校経験者研修Ⅰ 12日 教職経験５年程度の教 ●教員の服務と勤務、教科(校内における研修)
修 （高） 程度 員の教科の専門的な知識 指導の方法と授業の改善、

〔142名〕 (5 ) ・能力の深化を図るとと 生徒指導、教育経営と研修、日
もに、生徒指導・教育相 いじめ等への対応及び進路
談、いじめ指導、服務と 指導の研究、研究授業の実(校外における研修)

・教育センター (5 ) 勤務等についても研修を 施と授業研究、等日
Ⅰ [ 4 ､ｺーｽ 1 ] 行い、教科担任としての全 体 研 修 日 別 研 修 日

1 2 専門的な知見を深めると前 期 班 9 ／ 5 ～ 9 ／ 7 班 1 0 ／ 3 ～ 1 0 ／ 5
3 ともにホームルーム担任班 1 0 ／ 9 ～ 1 0 ／ 1 1
1 2 としての力量の向上を図後 期 班 1 2 ／ 3 ～ 1 2 ／ 4 班 1 2 ／ 6 ～ 1 2 ／ 7

(2 ) る。特に、国数英につい日
研修会等研修[ｺーｽ 2 ] ては、中高を通した教科別 研 修 日

の指導力を高めるため、
中高合同の教科研修の場
を設ける。



NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

５ 養護教諭経験者研修Ⅰ ５日 経験年数５年の養護教 ●児童生徒理解と教育相談、(校外における研修)
・教育事務所の計 諭に対し、より高度な専 教育公務員としての勤務と(小・中・高・盲・聾・養)

〔20名〕 画による研修 (2 ) 門的知識・技能を高める 服務、等日
経 研修及び今日的課題に対 ●５年経験教員としての心

応するための研修を行い､ 構え、生徒指導の進め方
験 資質の向上を図る。 ●先輩校での研修保健室経

営の実際、保健指導の実際
者

宿泊研修 ●保健学習・保健指導の考
研 ・教育センター及 (3 ) え方、進め方日

びスポーツ健康課 ●学校における救急処置
修 の計画による研修 ●実践研究のまとめ方

（教育センター）
Ⅰ 11/12～11/14

・いじめ研修 (2 ) ●いじめや体罰、生徒指導日
12/6～12/7 に関する研修等

*県立学校養護教諭のみ

１ 保育技術協議会 ・教育センター ３日 教職経験10年以上の教 ●幼児理解を深めるための
(幼) 員を対象に、幼児一人一 基本的姿勢、幼児の心の動７ ／ ２ ５ ～ ７ ／ ２ ７

〔50名〕 人の特性に応じ、発達の きに添った援助、カウンセ
課題に即した保育を行う リングマインドを生かした
ために必要な保育の専門 相談等について講義・演習

経 技術についての研修を行 等
い指導力を高める。

２ 小学校経験者研修Ⅱ 12日 教職経験10年の教員に ●10年経験の教員に望むこ(校内における研修)
(小) 程度 対し、各教科、道徳、特 と、道徳教育の進め方、特

〔325名〕 (4 ) 別活動の指導及び学年・ 別活動の進め方、生徒指導日
学級経営、生徒指導、情 の課題と対策、学年・学級

験 報教育、社会貢献活動体 経営の進め方、各種主任の(校外における研修)
・教育センター (5 ) 験等について研修を行い、 任務と役割、情報教育、社日
[ 3 その資質の向上を図る。 会貢献活動研修等全 体 研 修 日 、

ｺーｽ 2 ]別 研 修 日
３ 中学校経験者研修Ⅱ (前期) 教職経験10年の教員の ●10年経験の教員に望むこ

(中) 1 教科の専門的な知識・能 と、生徒指導・教育相談の小 班 ６ ／ １ ８ ～ ２ ０
〔224名〕 2 力の深化を図るとともに、 進め方、情報教育、中高一班 ６ ／ ２ ５ ～ ２ ７

者 3 教科経営及び社会貢献活 貫した教科教育教科指導班 ７ ／ ２ ～ ４
動体験研修を行い、教育 (各教科)、社会貢献活動体

1 3 活動全般にわたる広い視 験研修等中 班 １ ０ ／ ２ ９ ～ ３ １ 班 １ １ ／ １ ９ ～ ２ １
2 4 野に立った力量の向上を班 １ １ ／ ７ ～ １ １ ／ ９ 班 １ １ ／ ２ ８ ～ ３ ０

(後期) 図る。特に、国数英につ
1 4 いては、中高を通した教小 班 １ ０ ／ １ １ ～ １ ０ ／ １ ２ 班 １ １ ／ １ ５ ～ １ １ ／ １ ６
2 5 科の指導力を高めるため、班 １ ０ ／ ２ ２ ～ １ ０ ／ ２ ３ 班 １ ／ １ ５ ～ １ ／ １ ６

研 3 中高合同の教科研修の場班 １ 1 ／ １ ～ １ 1 ／ ２
1 4 を設ける。中 班 １ ／ ２ ４ ～ １ ／ ２ ５ 斑 ２ ／ １ 2 ～ ２ ／ １ 3

班 ２ ／ ４ ～ ２ ／ ５ 斑 ２ ／ ２ １ ～ ２ ／ ２ ２2 5
班 ２ ／ 7 ～ ２ ／ 8 班 ２ ／ ２ ５ ～ ２ ／ ２ ６3 6

・各教育事務所 [ ] (1 )全 体 研 修 １ 日 日
・社会貢献活動体験研修 [ ] (2 )２ 日 日

修 ４ 高等学校経験者研修Ⅱ 12日 教職経験10年程度の教 ●教員の服務と勤務、教科(校内における研修)
（高） 程度 員の教科の専門的な知識 指導の方法と改善、生徒指

〔198 名〕 (3 ) ・能力の深化を図るとと 導、教育相談及び進路指導日
もに、ホームルーム活動､ の研究、情報教育、校務運

・教育センター 学年経営、生徒指導、教 営の研究、社会貢献活動体
[ 3 ､ｺーｽ 2 ] (5 ) 育相談、情報教育、服務 験、等全 体 研 修 日 別 研 修 日 日
1 4 と勤務、社会貢献活動等前 期 班 1 0 ／ 2 9 ～ 1 0 ／ 3 1 班 1 1 ／ 2 8 ～ 1 1 ／ 3 0

Ⅱ 2 5 について研修を行い、教班 1 1 ／ 7 ～ 1 1 ／ 9 班 1 2 ／ 1 0 ～ 1 2 ／ 1 2
3 育活動全般にわたる広い班 1 1 ／ 1 9 ～ 1 1 ／ 2 1
1 4 視野に立った力量の向上後 期 班 1 ／ 2 4 ～ 1 ／ 2 5 班 2 ／ 1 2 ～ 2 ／ 1 3
2 5 を図る。特に、国数英に班 2 ／ 4 ～ 2 ／ 5 班 2 ／ 2 1 ～ 2 ／ 2 2
3 6 ついては、中高を通した班 2 ／ 7 ～ 2 ／ 8 班 2 ／ 2 5 ～ 2 ／ 2 6

教科の指導力を高めるた
・研修会等研修 [ｺーｽ 2 ] (2 ) め、中高合同の教科研修別 研 修 日 日
・社会貢献活動体験研修 (2 ) の場を設ける。日



NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

５ 養護教諭経験者研修Ⅱ (校外における研 ５日 経験１０年の養護教諭 ●10年経験の教員に望むこ
経 修） (2 ) に対し、より高度な専門 と、道徳教育の進め方、特(小・中・高・盲・聾・養) 日

〔48名〕 ・教育事務所の計 的知識・技術を高める研 別活動の進め方、生徒指導
験 画による 修及び今日的課題に対応 の課題と対策、情報教育

するための研修を行い、 ●先輩校での研修、保健室
者 (3 ) 資質の向上を図る。 経営の実際、学校保健組織宿 泊 研 修 ( センター )教 育 日

・教育センター及 活動
研 びスポーツ健康課

の計画による研修 ●ヘルスプロモーションと
修 10/1～10/3 養護教諭、健康教育と養護

教諭、保健室の相談活動、
Ⅱ 学校保健委員会の活性化に

ついて

１ 市町村公立小・中・養護 ・各教育事務所の ４日 教職経験20年程度で教 ●学校経営上の諸問題、学
学校経験者研修Ⅲ 計画による 程度 育事務所の推薦を受けた 校運営行政実例、現職教育
（小・中） ・各学校の計画に (2 ) 教員に対して各教科、道 の視点と方法日

〔50名〕 よる (2 ) 徳、特別活動及び学校経 ●学校教育の課題と学校経日
経 営、教育相談、情報教育 営の進め方

等について研修を行い、
リーダーとしての資質の

験 向上を図る。

２ 高等学校経験者研修Ⅲ ・教育センター ４日 県立高等学校の教務主 ●中堅教員としての心構え、
者 （高） 程度 任、学年主任等の中堅教 教員の服務と勤務、教育課1 1 ／ 1 2 ～ 1 1 ／ 1 5

〔65名程度〕 員（学校運営上、主要な 程の編成と実施、教科指導、
職にある者）に対し、学 生徒指導、教育相談、コン

研 校管理運営上の諸問題に ピュータの活用、学校管理
ついて研修を行い、教員 演習、等
のリーダーとして全校的

修 視野に立った指導力の深
化を図る。

Ⅲ ３ 養護教諭経験者研修Ⅲ 宿泊研修 ３日 経験15年の養護教諭に ●総合的な学習の時間と健
(小・中・校・盲・聾・養) （教育センター） 対しより高度な専門的知 康教育、実践研究の生かし

〔16名〕 識・技能を高める研修及 方、心の健康問題への対１ ／ １ ６ ～ １ ／ １ ８
び今日的課題に対応する 応、伝達講習
ための研修を行い、資質
の向上を図る。

（２）職能研修

NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

１ 市町村公立小・中・養護 ・教育センター ３日 新任校長に対し、学校 ●校長と学校経営、教育行
学校新任校長研修会 ～ 管理運営等の諸問題に関 政上の諸問題、学校経営上５ ／ ２ ８ ５ ／ ３ ０

職 (小・中・養) する研修を行い、管理職 の諸問題、教職員の人事管
〔100 名〕 としての資質の向上を図 理、教育課程の管理、生徒

能 る。 指導上の諸問題等

研
２ 市町村公立小・中・養護 ・教育センター ３日 新任教頭に対し、学校 ●当面する教育行政上の諸

修 学校新任教頭研修会 管理運営等の諸問題に関 問題、学校教育上の諸問題、小 ・ 中
(小・中・養) する研修を行い、管理職 学校管理上の諸問題、教育６ ／ ４ ～ ６ ／ ６

Ⅰ 〔100名〕 としての資質の向上を図 課程の編成と管理、生徒指
る。 導の現状と課題、等



NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

３ 市町村公立小・中・養護 ・各教育事務所の ２日 新任教務主任に対し、 ●学校教育の現状と課題、
学校新任教務主任研修会 計画による。 教育計画や学校運営に関 学校運営と教務主任の役割、
(小・中・養) する研修を行い、その資 学校管理上の諸問題、教育

〔250名〕 質の向上及び校務運営の 課程の編成と管理、教育課
適正化を図る。 程と生徒指導、校内研修、

等

４ 幼稚園主任等運営協議会 ・教育センター ３日 園長を補佐する立場に ●教育課程の編成や指導計
（主任等） ある主任等を対象として 画、幼稚園管理上の諸問題、７ ／ ９ ～ ７ ／ １ １

職 〔50名〕 教育課程や指導計画、幼 幼稚園教育の現状と課題、
稚園の管理運営に関する 等
研修を行い、資質の向上
を図る。

５ 園長等運営管理協議会 ・教育センター ３日 兼任園長や、幼稚園教 ●幼稚園教育要領の基本的
能 (園長等) 諭の経験がない園長等を な考え方７ ／ ９ ～ ７ ／ １ １

〔50名〕 対象として、幼稚園教育 ●幼児の心身の発達の状況
についての研修を行い、 とその捉え方
指導の向上を図る。 ●幼稚園教育の課題と園長

の役割、等

研 ６ 市町村公立小・中・養護 ・教育センター ２日 新たに生徒指導を担当 ●生徒指導の現状と課題、
学校新任生徒指導担当教 することとなった教員 積極的な生徒指導、校内指１ 班 ４ ／ ２ ５ ～ ４ ／ ２ ６
員研修会 （生徒指導主事）を対象 導体制の確立２ 班 ４ ／ ２ ６ ～ ４ ／ ２ ７
（小・中・養） とし、積極的な生徒指導 ●問題行動への対応、積極

〔220名〕 の機能が教育活動に十分 的な生徒指導の推進、生き
生かされるよう研修し、 て働く生徒指導の機能はど

修 担当教員の資質向上を図 うあるべきか等
るとともに、生徒指導の
課題解決に役立てる。

７ 中学校進路指導主事研修 ・教育センター ２日 中学校の進路指導主事 ●進路指導主事として必要
会 を対象とし、生徒が自ら な基本的事項と実践につい９ ／ ３ ～ ４

Ⅰ 〔50名〕 の生き方を考え、主体的 て
に進路を選択することが ●本県進路指導の現状と課
できる本来の進路指導の 題について
在り方について研修し進 ●中央研修講座の伝達
路指導改善を推進する。

８ 県立学校新任教務主任研 （各地） ( 新任教務主任に対し、 ●学校の管理運営及び教育新 任
修会 2 ) 学校管理運営上の諸問題 課程編成上の諸問題、学習8 ／ 2 2 ～ 8 ／ 2 3 日
（高） 及び学習指導等に関する 指導及び生徒指導の方法、

〔30名程度〕 研修を行い、その資質の 適正な校務運営の在り方、
向上を図り、適正な校務 等
運営に資する｡

１ 道徳教育連携・推進講座 ・各教育事務所の ３日 教員に対し、道徳教育 ●道徳教育の指導の重点、
(小・中・養) 計画による。 の基本問題及び指導上の 道徳教育の指導計画、道徳

職 〔380名〕 諸問題について研修を行 の時間の指導、資料の活用、
い、実践的指導力の向上 学校と家庭・地域社会との

能 を図り、学校における道 連携、等
徳教育の一層の充実に資

研 する。

修 ２ へき地教育担当教員研修 ・教育センター ２日 複式学級担当教員に対 ●へき地教育における諸問
会 し複式学級学習指導計画、 題、複式学級における指導４ ／ ２ ３ ～ ４ ／ ２ ４

Ⅱ （小） 学習指導法、教育機器活 計画作成の方法、複式学級
〔70名〕 用方法等の研修を行い、 における効果的な授業の進

指導力の向上を図る。 め方に関する演習、等



NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

３ 免許外教科担任教員研修 ・教育センター ３日 免許外の教科を担任す ●学習指導の改善、教科の
会 る教員に対し、学習指導 目標・内容・指導上の留意第 １ 班 ５ ／ ７ ～ ５ ／ ９
（中） に関する研修を行い、指 点、指導上の諸問題解決の第 ２ 班 ５ ／ ９ ～ ５ ／ １ １

〔100名〕 導力の向上を図るととも ための研究協議、演習、実
に、教育活動の充実に資 習、等
する。

職
４ 教務主任研修会 ・教育センター ３日 教務主任(新任を含む) ●学校の管理運営及び教育

（高） に対し、学校管理運営上 課程編成上の諸問題、学習5 ／ 2 1 ～ 5 ／ 2 3
〔101名〕 の諸問題及び学習指導、 指導及び生徒指導の方法、

生徒指導等に関する研修 適正な校務運営の在り方、
能 を行い、その資質の向上 等

を図り、適正な校務運営
に資する。

５ 生徒指導・特別活動担当 ・教育センター ３日 生徒指導担当者、特別 ●生徒指導、特別活動の在
研 者研修会 活動担当者に対し、生徒 り方及び指導上の諸問題、5 ／ 3 0 ～ 6 ／ 1

（高・盲・聾・養） 指導や特別活動上の諸問 生徒理解と学校生活への適
〔112名〕 題、生徒指導の在り方等 応指導の在り方、生徒の問
＋私立高校 の研修を行い、指導力の 題行動の現状と対策、人間

向上及び生徒指導の改善 としての在り方生き方の指
修 充実を図る。 導、等

６ 県立学校理科実習助手講 ・教育センター ３日 県立学校の理科実習助 ●物理、化学、生物、地学
座 手に対し、職務遂行上必 の観察・実験に関する教材9 ／ 1 7 ～ 9 ／ 1 9
（高） 要な知識・技術等につい の準備の方法や機器の基本

Ⅱ 〔20名〕 て講習を行い、その資質 操作、等
の向上を図る。

７ 新教科「情報」担当教員 ・教育センター 15日 平成１５年度から施行 ●教科教育法、コンピュー
講習会 される新学習指導要領に タ概論、アルゴリズム、デ7 ／ 2 3 ～ 8 ／ 1 0
（高） 基づく新教科「情報」担 ータベース、ネットワーク､

〔65名〕 当教員の養成を図る。 マルチメディア、等

職 １ 市町村公立小・中・養護 ・教育センター ２日 校長経験満３年を経過 ●教育行政上の諸問題、学
能 学校校長研修会 した校長に対し、職務遂 校経営上の諸問題、教育課８ ／ ２ ２ ～ ８ ／ ２ ３
研 （小・中・養） 行に必要な研修を行い、 程編成・実施・管理、等
修 〔100名〕 学校経営の責任者として
Ⅲ の資質、能力の向上を図

る。



（３）専門研修

NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

１ 小学校新教育課程説明会 ・各教育事務所 １日 教育課程実施上の諸問 ●教育課程一般、各教科、
(小) 県北 題に関する専門的研修を 道徳、特別活動並びに総合
〔1,300名〕 県中 実施し、教員の指導力の 的な学習の時間についての

県南 向上と新学習指導要領の 講義と研究協議
専 会津 趣旨の徹底を図り、本県

南会津 学校教育の充実・改善に
相双 資する。
いわき

門
２ 中学校新教育課程説明会 ・各教育事務所 １日 教育課程実施上の諸問 ●教育課程一般、各教科、

(中) 県北 題に関する専門的研修を 道徳、特別活動並びに総合
〔700名〕 県中 実施し、教員の指導力の 的な学習の時間についての

研 県南 向上と新学習指導要領の 講義と研究協議
会津 趣旨の徹底を図り、本県
南会津 学校教育の充実・改善に
相双 資する。

修 いわき

３ 高等学校新教育課程講習 ・県内４地区 １日 平成10年度に告示され ●学習指導要領の改正に伴
会 県北 た高等学校学習指導要領 う趣旨の徹底を図ると共に

Ⅰ （高・盲・聾・養） 県中・県南 について、その趣旨の説 教育課程実施に伴う諸問題
〔1,200名程度〕 会津 明及び必要な研究協議を について研究協議を行う。

いわき・相双 行うことにより趣旨の徹
底を図り、平成15年度か
ら円滑に施行できるよう
にする。

１ カウンセリング研修会 ・各教育事務所 ３日 校内暴力・いじめ・不 ●管内生徒指導上の現状と
(小・中) 県北 登校等の児童生徒の問題 課題、学校教育相談の意義
〔500名〕 県中 行動に対処するため、公 と役割、自己への気づき、

県南 立小・中学校の教員に対 発達期の心理、事例研究演
専 会津 し、専門的なカウンセリ 習、相談面接演習、いじめ

南会津 ングの技術及びいじめや ・不登校の現状と課題、教
相双 不登校問題への対応につ 育相談の現状とその対応、
いわき いて研修を行い、生徒指 自校の生徒指導への取組み､

導の充実・強化を図る。 現代の児童生徒の心理とカ
門 ウンセリング、等

２ 情報化対応学校支援事業 ・各教育事務所の ３日 県内小学校・中学校の ●教材ソフトウェアの紹介
（小）〔250名〕 計画による。 全教員を対象として教育 と活用、インターネット体
(中）〔150名〕 用ソフト活用、インター 験、インターネットを活用

研 ネットの活用等研修を行 した授業について、プレゼ
い、コンピュータで指導 ンテーション、授業の実際、
できる教員の増加を図る。 研究協議、等

３ 授業改善研修会 ・教育センター ２日 Ｔ・Ｔに関わる教員に ●学習指導の改善と学力向
修 （小・中） 対し、Ｔ・Ｔについての 上、効果的なＴ・Ｔの在り８ ／ ２ ０ ～ ８ ／ ２ １

〔100名〕 研修を実施し、指導力の 方、Ｔ・Ｔ実施上の諸問題
向上を図る。 と対策、事例研究、等

Ⅱ ４ 東部地区学校体育実技指 ・福島市 １日 県内の小学校・中学校 ●小学校 ●中・高校
基 本 の 運 動 体 つ く り 運 動導者講習会県中央講習会 及び高等学校における体 1 1
体 つ く り 運 動 器 械 運 動（小・中・高） 育指導者の資質の向上を 2 2
器 械 運 動 ハ ン ド ボ ー ル〔80名〕 図るとともに、各教育事 3 3
ゲ ー ム 剣 道務所管内で開催する学校 4 4
水 泳 弓 道体育実技指導者講習会の 5 5
表 現 運 動指導者を養成する。 6
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NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

５ 学校体育実技指導者講習 ・各教育事務所の １日 体育担当教員に対し、 ●小学校 ●中学校
基 本 の 運 動 体 つ く り 運 動会 計画による。 ～ 実技指導力を高める研修 1 1
体 つ く り 運 動 器 械 運 動（小・中） ２日 を行い、体育指導の充実 2 2
器 械 運 動 ハ ン ド ボ ー ル〔1,200名〕 に資する。 3 3
ゲ ー ム 剣 道専 4 4
水 泳5
表 現 運 動門 6

研 ６ 女子体育実技(ダンス)指 ・福島市 ２日 学習指導要領の趣旨に ●実技と協議
導者研究会 沿ったダンスの実技指導 1 全体会

修 及び研究協議を行い、女 （実技、研究協議会）(幼・小・中・高・盲・聾

子体育指導者の資質の向 2 分科会・養)

Ⅱ 〔130名〕 上を図る。 （実技、研究協議会）

７ 保健室相談活動研修会 ・教育センター ３日 保健室相談活動の専門 ●講義と伝達講習
(宿泊研修) 的知識や技能を高め、 ●心身の発達と心の健康(小・中・高・盲・聾・養)

〔100名〕 養護教諭の資質の向上を ●グループワーク１ ２ ／ １ ２ ～ １ ２ ／ １ ４
図る。 ●事例研究

１ 指導担当者研究協議会Ⅰ ・教育センター ２日 指導担当者に対し、専 ●学校管理運営上の諸問題、
（幼・小・中） 門的指導力と識見を高め 生徒指導上の諸問題、教育４ ／ １ ９ ～ ２ ０

〔120名〕 る研修を行い、その資質 課程実施上の諸問題、指導
専 の向上を図る。 計画の改善、教科等の指導

上の諸問題等
門 ２ 指導担当者研究協議会Ⅱ ・あづま荘 ２日

１ １ ／ ２ ０ ～ ２ １（幼・小・中）
研 〔120名〕

修
３ 学校教育指導委員研修会 ・各教育事務所の １日 学校教育指導委員に対 ●当面する教育行政上の諸

Ⅲ （小・中・養） 計画による。 し教育課程実施上の諸問 問題、学校教育上の諸問題、
〔380名〕 題及び学習指導に関する 教育課程実施上の諸問題、

研修を行い、専門的指導 指導計画の改善等
力と識見の向上を図る。

（４）特別研修

NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

１ 公立義務教育諸学校教員 ・筑波大学 4人 6ｹ 学校教育に関する専門 ●主題研究（生徒指導、月
長期研修 ・上越教育大学 ２年 的知識及び技能を習得さ 特別活動、道徳教育）
（小・中） ２人 せ、本県教育の推進に資

〔13名〕 ・福島大学 ７人 ２年 する教員を育成する。
特

２ 生徒指導総合研修講座 ・筑波大学 ４ 生徒指導の原理等に加 ●文部科学省の計画による。週 間
＜中央講座＞ えていじめ・不登校の問

別 （小中各1・高1） 題に関する専門的、実践
〔3名〕 的研修を行い、学校にお

けるいじめ・不登校等へ
研 の対応をより適切なもの

とする。

修 ３ 生徒指導推進会議 ・国立オリンピッ ２日 生徒指導問題に関する ●文部科学省の計画による。
＜中央講座＞ ク記念青少年総合 理論及び実際について、
(中・他） センター等 専門的、実践的研修を行
〔5名〕 い、登校拒否の指導の中

核となる教員等の資質の
向上を図る



NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修

(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

４ 教職員等中央研修講座 ・国立教育会館 3 校長、教頭、中堅教員 ●文部科学省の計画による。週 間

（小・中・高） 5 等に対し、学校の管理運週 間
校長・教頭 営、学習指導などの諸問

中堅教員 題について、それぞれの
〔18名〕 職務に必要な研修を行い

識見を高めるとともに指
導力の向上を図る。

５ 道徳教育連携・推進講座 ・文部科学省の計 ６日 道徳教育実践上の課題 ●文部科学省の計画による。
＜中央講座＞ 画による。 について専門的な研修を

（小・中） 行うことにより、道徳教
校長・教頭 育推進の指導者を養成し、

〔6名〕 学校における道徳教育の
特 一層の充実を図る。

６ 教員海外派遣 ・海外 16日 教員に諸外国の教育、 ●教育、文化及び社会の諸
＜短期派遣＞ ＜福島県団＞ 文化及び社会等の実情を 事情の視察

（小・中・高・盲・聾・ ＜東北ﾌﾞﾛｯｸ団＞ 視察させ、国際的視野に ●学校等教育関係機関訪問
養） ＜養護教諭団＞ 立った識見及び教職に対
〔50名〕 ・文部科学省の計 する誇りと自覚を高めさ

画による。 せる。

別 ７ 教員海外派遣 ・海外 60日 若手教員を海外に派遣 ●教育活動への参加、家庭
＜若手教員海外派遣＞ ・文部科学省の計 し国際的視野に立った識 滞在、国公立の教育研究所

（小・中・高） 画による。 見及び教職に対する誇り ・教員養成及び教員研修機
〔4名〕 と自覚を高めさせるとと 関の訪問、教育文化施設・

もに、国際化推進の中核 地域社会の視察、等

となる教員の養成を図る。

８ 日米国民交流 ・海外 90日 若手教員を米国に派遣 ●教育活動への参加
＜ ＞ ・文部科学省の計 し、教育関係者、青少年 ●日本の教育・文化等の紹介若 手 教 員 の 米 国 派 遣

研 （小・中・高・盲・聾・養） 画による。 等と交流を深め、両国間 ●学校等教育関係機関の訪

〔5名〕 の相互理解を推進する。 問及び家庭滞在

９ 英語担当教員海外研修 ・海外 ６ 英語を担当する教員を ●語学研修所等での研修か 月
（中） ・文部科学省の計 米国等に派遣し、大学等 ●大学における研修

〔1名〕 画による。 での研修を通して指導力 ●個人研修
を高め、指導的立場に立 ●学校訪問
つ英語教員を育成する。

修 10 環境教育担当教員講習会 ・文部科学省の計 ４日 環境教育に関する指導 ●環境教育に関する講義と

（小・中・高） 画による。 内容、指導方法等に関す 実習
〔3名〕 ・ ・ る研修を行い、担当教員小 学 校 中 学 校 高 等 学 校

の指導力の向上を図る。

11 外国人子女等日本語指導 ・未定 10日 小学校・中学校における ○日本語指導

講習会 外国人子女に対する日本 ・日本語学
（小・中） 語指導等に関する専門的 ・日本語指導法

〔1名〕 な研修を行い、日本語指 ・カリキュラムガ
導等を担当する教員等の イドライン
指導力の向上を図り、小 ・日本語力評価

学校及び中学校における ○異文化理解
外国人子女教育の一層の ・相互啓発

充実を図る。 ・カウンセリング



NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

12 自然体験活動担当教員講 ・国立磐梯青年の ４日 学校教育における自然体 ○講義
習会 家 験活動の一層の充実を図 ○実習・演習
（小・中） るため自然体験活動の指 ○情報交換

〔5名〕 導内容、実施上の配慮、 ○事例発表・研究・協議
施設の利用方法について
研究協議・情報交換を行
い自然体験活動担当担当
教員の資質向上を図る。

13 全国環境学習フェア ・滋賀県 ４日 地球的規模の環境の問 ○実践事例発表
（小・中） 題や都市、生活型公害な ○シンポジウム

〔7名〕 ど環境問題の解決に向け ○研究協議
て幅広く環境教育・環境 ○事例発表

特 学習の普及充実を図るた
め、環境教育環境学習の
在り方等について研究協
議等を行い学校教育にお
ける環境教育の一層の充
実に資する。

14 学校図書館活用フォー ・未定 ２日 学校図書館の活用や読 ○講演
ラム 書指導の促進方策につい ○分科会
（小・中） て研究協議するとともに ○授業公開

〔38名〕 先進的な取組についての
別 情報交換等を行い、学校

図書館の活性化を図る。

15 新産業技術等指導者養成 ・未定 ８日 産業技術の進歩や新学 ●文部科学省の計画による。
講習 ～ 習指導要領に対応した新
（中・高・養） 40日 産業技術等の各分野につ

〔20名〕 いて講習会を実施し、各
都道府県における指導者
の養成を行う。

研 16 英語教育指導者講座 ・山形県青年の家 18日 英語担当指導主事及び ●文部科学省の計画による。
（中・高） 指導的立場にある教員に

〔30名〕 対し英語指導上の専門的
な講義・演習等の研修を
行い、指導力を高めると
ともに、英語教育の改善
・充実を図る。

17 英語担当教員海外研修 ・ 180 英語教育を担当する若 ●文部科学省の計画による。日
＜長期＞ ・ 年中堅教員を新国及び、

（高） ・ 英国又は米国に派遣し、
修 〔1名〕 同国の語学研修所及び大

学等で研修を行うことに
より、本県における英語
教員のリーダー育成を図
る。

18 英語担当教員海外研修 ・ 320 英語教育を担当する若 ●文部科学省の計画による。日
＜12か月＞ ・ 年中堅教員を英国又は米

（高） 国に派遣し、同国の大学
〔1名〕 で英語教授法等の研修を

行うことにより、英語教
員のリーダーを育成し、
本県英語教育の充実を図
る。



NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

19 産業教育担当教員研修派 ・企業、研究所等 6 ～ 産業教育担当教員を事 ●事業所等の計画による。日
遣 10 業所及び各種研究所・研日
（高） 修機関に派遣し、科学技

〔20名〕 術の進歩や産業界の進展
等に対応できる知識・技
術を習得、その資質の向
上を図る。

20 高等学校教員先端技術等 ・大学 3 教員を大学、大学院、 ●先端技術に関する各分野か 月
研修 ・大学院 6 試験研究機関、企業等に に応じた研究テーマを設定か 月

・試験研究所 １年 長期間派遣し、科学技術 し、それに基づいて専門的<ハイテック・プロジェクト>

（高） ・企業等 の進歩や産業界の進展等 な研修を行う
〔11名〕 に対応できる知識・技術

特 を習得させ、その資質と
実践的指導力の向上を図
る。

21 高等学校産業教育実習助 ・大学 8 ～ 産業教育に関する教科 ●文部科学省の計画による。日
手講習 10 ・科目を担当する実習助日
（高） 手に対し、職務に必要な

〔2名〕 知識・技術に関する研修
を行い、その資質の向上
を図る。

別 22 高等学校家庭クラブ・農 ・国立オリンピッ ３日 家庭・農業クラブ連盟 ●文部科学省の計画による。
業クラブ指導者養成講座 ク記念青少年総合 の顧問に対し、家庭・農
（高） センター 業クラブ活動とその運営

〔4名〕 について必要な知識・技
( ) 術を習得させ、指導者と家
( ) しての資質の向上を図り、農

家庭・農業クラブの充実
に資する。

23 先端技術体験プログラム ・ ４日 専門高校の教員を対象 ●文部科学省の計画による。
（高） ～ とし、文部科学省所管の

研 〔4名〕 ６日 研究開発機関の協力を得
て、先端の技術に触れさ
せる作業・実習を伴った
研修を実施する。

24 進路指導講座 ・筑波大学 ６日 進路指導担当教員に対 ●文部科学省の計画による。
＜中央講座＞ し進路指導に必要な専門

（中・高） 知識・技能を習得させ学
〔5名〕 校における進路指導の中

核となる教員としての資
質の向上を図る。

修
25 教育情報化推進指導者養 ・関係団体 10日 情報化に対応した研修 ●文部科学省の計画による。

成研修 を体系的に行う必要から、
（小・中・高・養） 教育委員会等での研修の

〔17名〕 核となる人材の養成を図
り、新教育課程の円滑な
実施に備える。

26 養護教諭中央研修会 ・国立オリンピッ ５日 養護教諭の専門的知識 ●文部科学省の計画による。
（小・中・高） ク記念青少年総合 及び技能を高め、学校保

〔3名〕 センター 健の充実に資する。
12/10～12/14



NO 研修会又は講座の名称 場 所 研修 目 的 内 容研 修
(校種)〔研修予定人数〕 期 日 日数分 類

27 保健室相談活動中央研修 ・国立オリンピッ ４日 養護教諭を対象として、 ●文部科学省の計画による。
会 ク記念青少年総合 保健室相談活動（ヘルス
（小・中・高） センター カウンセリングを含む）

〔3名〕 7/3～7/6 の研修を行い、資質の向
上を図る。

特
28 全国養護教諭研究大会 ・群馬県前橋市 ２日 養護教諭の役割につい ●文部科学省の計画による。

（小・中・高・養） 7/26～7/27 て研究協議を行い、学校
〔4名〕 保健の充実に資する。

別 29 東部地区学校体育実技指 ・栃木県 ４日 体育指導者の資質の向 ●文部科学省の計画による。
導者講習会 5/22～5/25 上を図るとともに、都道
（小・中・高） 府県学校体育実技指導者

〔15名〕 講習会における指導者の
養成を図る。

研
30 高等学校・高等専門学校 ・富山県 ５日 登山の指導的立場にあ ●文部科学省の計画による。

登山指導者研修会 ８月 る者の参加を求め、主と
（小・中・高） して夏山登山に関する研

〔1名〕 修を行い、指導者の資質
修 の向上を図る。

31 運動部活動運営研究協議 ・東京都 ２日 運動部活動の適切な運 ●文部科学省の計画による。
会 ２月 営についての情報交換や
（中・高） 研究協議を行い、その改

〔5名〕 善に資する。

【研修講座数 及び 研修予定人員】

基本研修 職能研修 専門研修 特 別
計

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 研 修初 任 者 研 修 経 験 者 研 修 Ⅰ 経 験 者 研 修 Ⅱ 経 験 者 研 修 Ⅲ

講
座 5 5 5 3 8 7 1 3 7 3 31 78
数

研人
修
予 292 520 845 131 850 848 100 3,200 2,510 620 305 10,221
定員


